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カッパ8型8号機より11号機にいたる間に

おけるテレメータ実験について

（テレ　メF－一タ研究珀1）
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るロケット実験において，テレメータ装置が用いられた

のは，カ・YパS型8～U号機，カッパ9L－2・号機，カッ

パ8L－1号．機，カッパ9M－1号’機，　HT－15⑪一1号機，

SO－150－1号機およびAT－150－1号機の通算10回であ

つた．

　このうち，9L－2号機において，テレメータ送信機も

しくは送信アンテナが事故をおこし，部分的にしかデー

タがえられなかった以外は，いずれもテレメ・一一tタ装置の

作動は順調であった．これらによってえられた資料につ

いては，モれそれ関係方面からの発表があるので，ここ

ではテレメータ装置として，この期問に試みられた主要

な変更および問題点について述べることにする，

　　　1．　テレメータ送信機副搬送波発信器の

　　　　　　　　　トランジスタ化

　テレメータ送悟機の小型化のためにトランジスク化を

行なうことは，かねてからの懸案であった．かってカッ

パ4型1帰機および122　S　1号機（1957年）において，

トランジスタ化した副嶽送波発振1器を試みに用いたこと

があったが，当時のトランジスタ技術レベルでは，なお

問題が多く，たまたま，IGYも始まって’観測ロケット

の完成が最大の急務とされていた時期でもあったため，

飛しょうデータ，観測データの集積が優先されることに

なって，トランジスタ化した副撤送波発振器の異用は持

ち越しにたっていた．

　カッパ8型が成功し，その計器搭載能力の優秀性が立

証された結果，多目的の観測が行なわれるようになり，

テレメ　一一タ送信機のチ＋ネル数を増加することが必要と

なった．従来の真空管式のままでは，ヒータ電力tどの

増加のため，送償機器の大型化が避けられない．そこで

従来から懸案となっていたトランジスタ1ヒした剃搬送波

発擬器の採用が不可欠のものとなり，8型8号機より実

用に供されるに弔．った．

　トランジスクを用いる場台，最も問題になるのは温度

の響影である．テレメータ送儒機体誌63ページ参照）

に述べられているように，嗣路自体の温度補・償により副

嶽送波発振器の特性はかなり安定であり，また，送信機

の鰐造，およびロケ・Yトの臓部の栂i造による遮熱効果も

有効に作用して，これまでのと二ろ，混度にょる問題ば

窩められない．

　従来の真空管式では，データ入力については，500　k　fi

のインピーグンスに対し，O～＋5Vという規格であっ

た．　トランジスタの場合には，インピーダンスが低くな

1）がちであるが，こ），zrJS低くなると・それだけ測定装置

の方への1二胆が大きくなる・la）点を考慮して，電圧麦

化範囲は従来どおりの0～十5Vとし，入力インピーグ

ンスの方はleo　k　9以上とした，ただ，　トランジスタ

では入力端子に対して導電的な結合があるため，溜定善

の出力インピーダンスの影響がある．そのため，新たに

出力インピーダンスの上限を規定することが必要と劫

現状では10kΩ以下を一応の目途としている．

2．　チャネル数の増加

　前述のようにカッパS型の計器搭載能力に合わせて，

テレメ・一クのチ・1・ネル数の増加を図る二とになうた．堆

上設髄との関係から，　Sチャネルの時期が一一時あった

が，現在では10チ＋ネルのテレメータ装置が用いられ

ている．従来のチャネルに対し追加されたのは，1RIG

規格の桝，5，6および12，13で，既設のものも含め

て第1表に示すようなテレメータチ＋ネルが整備される

こと‘こなった、
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搬送泌言号に重ねて録音すること力二で9

なくなった，そこで，新たに2トラック

のテープ録音装置を新設し，一方のトラ

ックに副搬送波信号，他方に10玉｛e／sを

録音する方式に改めた，

　3．カッパ8型におけるテレメータ

　　　　　　装置の問題点

　カッパ8型工～6号機の実験を適じて

　i）　受信機に到達する信号レベルが，

　　理清的に期待しうる値を，かなり下

　　回ること
　i圭）　　　送｛言」「，」苧皮数カニ，　　プ｛：幅，　　カ｝つ急激‘こ

　　変化する傾向をもつこと

　などの問題がテレメータ装置にあるこ

とが認められ，7号機以降では，これら

に対する対策を折り込んで実験が行なわ

れている，

　（a）　受信信号レベル

　第1図は，カッパ8型5，6号機の受・

信機入力レベルと直距離との関係の実測

結果であって，［コクーンを利用して行な

うた伝価轍の結見その妥当性が確力x

められた理論値よりも，　かなり低い｛直と

なっている．この結果，第2図に示すと

おり，ロットの全飛しょう期間の相当部

分が受信可能隈界を辛うじて上回る程度

となっていろ．

　このような受信状況となる原因の一つ

は、　「テレメータ用ロケットアンテナ」

（本誌70ページ）に述べてあるとおり，

尾翼に装茄した空中線の指向性にあると

考えられ，7号機以降で改造を行なっ

た．その結果は第3図および第4図に示

すとおりであって，飛しょう期間の大部，

分にわたって，受信可能限界を十分上回

る受信レベルがえられるようになり，一

応の国的が達せられた．

　一一方，こうした改造にもかかわらず，

直距離に対する受信レベルの関係は，第

3図から分かるよラに，期待値をかなり

下回っている．これは，尾翼に装着した

乞∈中譲の指向性が，カッパ8型に対して

は不適当であることによるもので，本誌

言己載のとおり，．新しく8型用として，月岡

部に装蔚するフ7ク型の空中線を闘発し

た，この新型杢中線の実用性は，AT－15⑪・

－1号機で試験されて確認されている．

　尾翼に装着するテレメータ空中線は，

73．
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　　　　　　　　　　　　第　6　図

　　　　元熟ま加パ6型を女飴としたものであ

　　　　る．6型と同形のカッパ8L型1僻機の

　　　　結果は，第5図に示すとお「）で，受信レ

　　　　ベルはほぽ期待仙齢りである・今後

　　　　は，150型に対しては尾翼・245型に対

　　　　しては胴部の空中線が用いられることが

　　　　適当であると考えられる・

　　　　　（b）　送信周波数の変動

　　　　　カッパ8型7・vg号機では，ブースタ
iV－L．t．

L1いの噺およびメーン・ケ・トの点火時に

　　　1　おいて送信周波数が大稿に変動する現象
一一”}カ働られた．一方，三・i伽戦蹴

　　　　どではまったく異常は認められないの

　　”t”　rで，原因は，衝撃その他機報的なもので

　　　　はない．

　　　　　送信空中線の切断その他多くの試i験に

よって，周波数変勒の大部分の原因がtブースタの切

離しによるアンテナのインピーダンス、変化に基づくも

のであることが判明した．そこで，カッパ8型10号

機以降では，送信出力を若干撮牲にして，出力段と了

ンテナの結合を疎にした結果，第6図に示すとおり、

従来に比して，ほとんど問題ない租度にまでアンチナ

インピータ’ンス・のlj彰’．iを3壁けることがて三きるようにな

つた，

　　　　　　　　4．結　　　言

　以上のように，カッパ8型の段階で衛たに生じたテ

レメータ装置の問題点は，現状では実用上さしつかえ

ないまでに一応の解決を巳ているが，争後に残された

ものとしては遷らに謎1識の安r靴のため・娼

制鋤式の採用が必要とtsゲ〔きている・特に，テ・

ネ，岨増大の葡から，新たに，3。。Mq踊で・t300

k、／、艦で4波のテレノー蝿｝皮醐当てが艇され

ており，この場合には，水晶御、肪式が不可欠と加・

現在，この方而の開発も進んでおb，近い将来には・

水嗣勧郵ランジスタ式テレメータ送鱒嫉現

でき硯込みとたゲひる．（1963獅が日顛

☆ ☆
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